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渋海川上流・ 越道川

,,: 
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信濃川の支流の lつに渋海川がある。松之

山郷で， 渋海川，越道川，東川の3本に分か

れ．関田山脈（標高1300m前後）に源を発し

ている。この源流付近から町の中心にある大

松山にかけては， 県立自然公園に指定され，

自然が保護されてL、る。近年，ダム，牧場．

キャンプ場，林道等の閥発の手が伸び，自然

磁壊が少しずつ進んでいる。

3＊の川は，プナやミズナラの高木を中心

に，なだれ低木や多年生草木におおわれた複

雑な地形に固まれ変化に宮み，烏たちの接み

よい環境を作っている。

越道川は，我家のすぐ下を流れている。子

供のころ．カジカやスナマプリ〈カマツカ〉

を夜灯しに出て捕えたり，アカパヨ（ウグイ〉

ハヤ（アプラハヤ〉を約ったりした懐しL、Jll

である。この越道川には，更に小さな支流や

択が何本も走り，サワガニやカエルの仲間が

多数生息している。これらの小動物を．主食に

しているアカショ ウピンは毎年飛来し．その

美しい芦をきかせて〈れる。

また，この川lではヤマセミが繁殖しており

2月下旬からその鳴き声はにぎやかになる。

川岸のヤナギの小枝や， 岸から突き出た枝な

どに止って，じっとチャ ンスを待つヤマセ ミ

には，狩人の風格がある。その他，カワガラ

スやキセキレイ．セグロセキレイの水浴び，

＼～」一－一
--.... 

Smの雷に埋もれた越道Jll (Jll帽20m前後）

採餌などを見ることができる。

冬になると．カルカ’そに混じって，オジド

りが10羽前後飛来する。その優雅な姿を見る

と心かなごむのである。この越道川も大雪で

すっかりうもれてしまい，烏たちは援餌場を

失ない困っていることだろう。

雪解けか待ち遠しいのは人間だけではない

ようである。上空を飛び交うヤマセ ミの鳴き

声か，とこかもの悲しく感じるのは気のせい

なのだろうか。



野鳥の生物学 E

鳥の組みあわせ

センサスと鳥類群集

最近，各地でね煩のセンサスがよく行われ

るようになった。ヒンサスというのは， .Q;の桓I

額と個体教を凋ベる作業であり，人の人口品

在を烏で行うことである このセソサスは目的

によっていろいろの程庄で行うので．一概には

いえ伝いか，必~ti・あ って ， その私＇， !,4とを参与

にさせてもらう時にしはしは不安を感じてし

まう点が二つある。この不安がと りのぞかれ

ることを願いながら．いくつもの結果を検討

することが多い。その二つの点の一つは，積

名しか占いてないリスト風のものに出合った

時であり．個体教について何も3いてない場
合である。少くとも多いとか．中位とか．でも

よし、からi'｝いてあって欲しいと思う もう一
つは．環境のことか，I｝いてない場合で，どう

もかなりvi雑な環境らしいと思える時である。
少くとも．雑木林が何宮u位あるとか，荒地か
何割位あるというような記載が殺しし、。

例えは， [.1，；の種額の中にウグイスとオオヨ

シキリかあって.fi司じ位の教で出てきたら．

その結果を見る人はとう思うだろうか。少〈

ともウグイスとオオヨシキリが同所的．同時的

に出てくる所はないはずだが，これはどうし

たことだろうと思うにちがし、なし、。ウグイス

は疎林状でササの多い所に出て〈も九である

し．オオヨシキリは水辺のヨシ草原に出てく

るおであるから．そのセンサスコースには，ササ

の茂る蔵総とヨシ収原がモザイク状に入りま

じっているのだろうと考える。しかし．もし

小きざみに〈りかえされるササとヨシならは

その面的は小さすぎて，とちらもいるはずは

伝い。しかし， L、かにもそれらしいヨシ草原が

あるとすれは．オオヨシキリはヨシコイとか

パソといったねなとといっしょにいる点が似合

いで，ウグイスとはとても一緒に考えられな

い。一方ウグイスの方はホオジロとかシジュ

ウカラなどと共にいると納得ができる。

そこにし、る鳥類全員のことを鳥類群集とい

1－＿越教科大乍

中村登流

うが，これはそこにある生物と非生物を含め，

！”I等かの関係をもっている総体，つまり生態
系の一つの構成成分のことである 生態系を

桃成するlji位のようなものとして許filがある

九戚群生はある一つの地方の店頭の全部だか

ら，そのとり山した一つの地Jiの区切っかた
によって合まれる純絹：ま，ずい分とちがう。

しかし，もともと生物群集の一部であり，群

集というものか，代謝活動をとおして，有機

物を生産したり・的背したりする関係に加え

lロlしものを消費するために生ずる観φゃ続合
の関係か成なつ単位のことをさしているので

やたらにめちゃ〈ちゃに民切った中の鳥類全

部をいうのはおかしL、。そこでもし反切ると

したら． ヨンl京はヨシ原の生物群~.疎林サ

サbj［はまたその生物群集と分けて．単位とし

てあっかうのが＇！＇ nuだ．オオヨ シキリはヨシ
）~の生物群！たの－nで， ノ、ソやヨ シコイなど

というし .J;にいる)jか．ヨシ原のお鎖群集の

-uとして妥、円である
そこで，ォオヨノキリとウグイスとがL、っ

しょにいるようた所は，ヨジ原のね頬群集と

蝶林ササ原のお額群集とがまじりあっている応

頑f,f集たということtr.のだ。それにもかかわら
ずヨシゴイやパンがお録に出てこたいときには．

それを見おとしたか，そのヨゾJ京の[1，；額群集か
ら，オオヨシキリだけが引きぬかれた向かの条

件かあるに迎いなし、。 そのため．変則的なヨ

ノj京ね額群mがまきれこんでレることになる。
こういうことは， f.~頑群払の与えかたのー

ヨシ原でさえずるオオヨシキリ
-2-
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ササヤブの錐木でさえずるウグイス

つであり．その分析の方法の一つである。ヨ

シ原鳥類群集が単位としてはっきり凋べられ

ていてこそ．はじめて入っていける分析であ

る。だから，単位としての応額群集を十分に調

べることが何よりも望まれるので．これをと

びこえて，オオヨシキリとウグイスのくっつ

〈ようなセンサスコースは，後まわしにすべ

せよ，それぞれの烏煩群集の中で，これらの

ウグイス亜科のメンバーは，割といろいろの

所に顔を出し，しかも高密度種で，しばしば

全鳥類の10%をこえることさえある。各聞の

亜向山針柴樹林の原生林ではメボソムシクイ

とキクイタダキ，それにエゾムシクイを加え

て全鳥類の30%を越えることもある。また谷

底に近いプナ原生林ではセンダイムシクイと

ヤプサメにウグイスをまじえて，やはり全鳥

類の30%を越える所もある。

こうしてウグイスやムシクイ類がし、ない所

は，草丈の短い乾いた草原とか．荒地，河原

海岸の干潟，湖水面とか海洋などであって，

植生が空中につき出してプッシ状以上になる

と，必ずや出て〈るのである。そして，その

多くは繁殖期だけで，冬にはし、ない。彼等の

住み家たる薮以上の丈の植生に伺があるのだ

きだといえる。つまり，センサスコースはや ろうか。

たらにとるのではなく，ョツ原なら，ヨシ原 ウグイス亜科の夏の食物はほとんど虫であ

に限るのが本筋だ。ヨシ原をつきぬけて疎林 る。多〈の烏達は夏の虫の爆発にさそわれて

ササ原へ入ってL、〈場合は，別のね額群集の 髄生の中へ入って行〈 ，その中でウグイス額

中へ入ったとしづ意識を持って記録にも．整 やムシクイ類は独特の虫の取り方をする。こ

理にもとりかかる必要がある。セソサスコー れを見ることはなかなかむずかしし、。樹上生

スにはこういう単位が，どれだけ入っている 活をするメポソムシクイやキクイタダキはま

かをどうしても見ておく 。オオヨシキリが少 だいL、としても，ョγの中にいるオオヨシキ

くてウグイスが多ければ，その地万のおでウ リや，ササやぶの中にいるウグイスにいたって

グイスが多いとは簡単にはいえない。それは， は容易に見られなし、。やぶの中にしゃがみこ

疎林ササ療の方に，よりウエイトをかけた位ンサ んでカやブユとたたかいながら運良〈烏が通

スだったということたのだ。もし群集としてあ りかかるのを待つ。こうして見たかぎりでは

つかうなら，ウグイスとオオヨシキリの人っ ウグイス亜科のどの種にも共通の虫の取り方

て〈る群集を第一義的にするのはまちがって がある。それは頻繁に首をめぐらして上方を

いる。でも，それはセゾサスワーカーが勝手につ 見まわしては，枝や茎の聞の空間をつかって

〈った群集だ。とうたがうのが最初だろう。 さっと飛びついて虫をとる仔動である。そし

鳥類群集の中のウグイス亜科 て，せわしく，枝から枝へと移動して行〈。

ヨシ原の鳥類群集にはオオヨシキリが圧倒 ホーキングとかホバリングといわれる方法で

的に多し、。疎林ササ原にはウグイスがやはり 虫をとるこの行動の特徴は．光をすかして見

他を圧してたくさんいる。落葉樹林がもう少 るようにして．少し離れた所から眺めて虫を

し，茂って来て，低木が多いとセンダイムシ 探し．空聞をひととびにまたいで虫に迫るの

クイが出て〈るし．常緑樹のカパーが多い薮 である。葉や枝の裂にかくれている虫の袈を

だとヤブサメが多い亜高山の針葉樹林へいく かくのだ。それも，錯綜する小枝や茎のまわ

とメポソムシクイがかなりの教で現われる。 りの小さな空間でそれをやる。キクイタダキ

場所によって多少のちがし、があって，例えば などは針葉樹のしげみの中で，頗繁にホバリ

プナ原生林であるとセンダイムシクイが多い ングをくりかえして行〈。この虫とりの場が

のは各すじの傾斜面で下半分である。亜高山 僧生の中に太i訟にあればこそ，そして虫がた
針葉樹林では，メボソムシクイはダケカンパ 〈さんいさえすれば，そこにウグイス亜科の

のまじる所ほど多〈，上万のシラピソの多い 誰かが入ってし、〈。そういうし〈みが一つ一

所ではむしろキクイタダキが多L、。いずれに つ鳥類群集をつくって行ったにちがL、ない。

-3ー
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越後駒ヶ岳の鳥類

原生体は，ほとんど姿を消してしまった。

調査ルートと鯛査方法

越後駒ヶ岳の烏頬については，羽田らりわ

ぬMl査や渡部2＞報告があり．そのね額相につい

てかなり明確にされている。

唱者は 1972年から1982年の聞に延29回の

調査を行った。季節的には3月～12月．凋査

Jレートは，枝折峠1065rnから小倉山1420rnを

経て山頂2003rnに宅るコース．大湯温泉280

mから駒の揚370mを駈て小倉山に登るコー

ス，ぷ無川上lAlの金山橋335rnから卜二平4

87 rn.グシカハナ 1811mを通って山頂へ向か

それに山頂から中ノ岳への縦走路

であり．この山の点 ．珂両面の烏頬相の差異

を解明することを心かけた。しかし急峻か

っ広大な地形のため凋査不能の場所が大学を

占め．その生息状況については禾解明な部分

か多いか，編集名より中間報告の形でよし、か

らとし、うことて執唱依頼があったので，今後

への資としてまとめてみた。

（表］.) l 982. 5 22駒の湯～小倉山

2. 

はじめに

うコース，

’j、ィヒしたダケ
カンパやサラ

サトウタソな

とをlltじえた

キタゴヨウ，

タロベの針来

防 名 倒l撤胡事 メポソムシクイ 2 3 

センがfムシクイ 3 ジュウイチ 4 

ツツドリ lキビタキ 2 3 

ホトトキス 1オオルリ

キセキレイ ヒ -Ji「 フ 2 3 

ピンズイ I シジュウカラ

サンショウクイ l メ ジ ロ 3 4 

ヒヨドリ 3 4 ホオジロ 3 4 

ミソサザイ 3 4 グ ロ ジ 11 14 

=1 ノレ リ 7 9 ウ ソ 12 16 

マミジロ 1カ ケ ス 2 3 

ヤプサメ 1 23種 76羽

ウグイ ス 10 13 天気．〈もり時々小雨

小倉尾績からみた5月の駒ヶ岳 樹林となって

いる。駒ヶ岳と中ノ岳の中間却に「桧の廊下j

と呼ばれる場所かあるが．

-4ー

このヒノキとは

クロベのことであるわ

この植生の違いは，主に冬の北西の季節風

がもたらす降雪量の多少や融雪の遅速などの

気象，地形の条件によって生ずるものだか．

このことが鳥類相にも深し、かかわりをもつこ

とは後に述べたL、。

山麓から中腹部にかけては．奥只見地区と

違って村里に近いため，古〈から薪炭の材料

として伐燥されたために杉林やコナラ ．ブナ

などの二次林となっており，広大なプナの

‘M色、．越後の山シリース’品川，，...，，，n.,...,,,,1t....... n1.A••ll1.A＂山.....柿A’11.....・品企山.....恥......加畠，，11....... ,b .. 

Z室

~ 
吾

i 
圭E

~ 
－‘品.....品 畠 油 .... 』.........~ ..... 

越後駒ヶ岳は，越後そ山の北方を占める標

高2003m 将棋の駒にも似た端正な山容の岩

怖で，地質的には顔側から山頂部ー；I｝が水無

川変成岩，千枚岩，結品片岩たどからなり．

東側の佐梨川上流部は花崩岩岡となってL、る。

この山の棺l＇主もまた，山頂から点南の万向

へ走る中ノ岳への縦走路の綾線を境にかなり

明瞭な対照を示す。すなわち，東側は尾恨筋

の－－$にキタゴヨウが·~！｝状に列なる他は． 市

原そしてミヤマナラから標高を下げるに従っ

f J 九九 てブナ特へと

え~~〆盛九民』広葉樹林が広
き込4踊色合、 がるのに対し

位、 て．西側は倭



（表2) 

越後駒ヶ岳の烏頬目録

科名 種 名 備 考 科 名 極 名 師自 考

カンカモ カJレカモ 大湯 38.ルリピタキ 山の西側

ワシタカ 2. ハチクマ 39.ジョウピタキ 駄． 山鹿

3. ト ピ 40.マミジロ

4. ハイタカ 41.トラツグミ

5. ノスリ 42.クロツグミ

6.イヌワシ 43.ツグミ 駄の渡り

キ ジ 7. ヤマドリ （ウグイス亜科） 44.ヤプサメ

ツ ギ 8. ヤマ・ンギ 尾根筋の湿地 45.ウグイス
，、 ト 9 キジバト 46.メポソムシクイ

10.アオパト

ホトトギス 11. ジュウイチ 48.キクイタダキ 冬．山麓の杉林

12.カヴコウ （ヒタキ亜科） 49.キビタキ

13. ツツドリ 回．オオルリ

14.ホトトギス エナガ 51.エナガ

フクロウ 15. コノハズク シジュウカラ 52.コガラ

ヨタカ 16. ヨタカ 日．ヒガラ 島

アマツバメ 17. アマツバメ 54.ヤマガラ

カワセミ 18.ヤマセミ 大湯 55.シジュウカラ

19.アカショウピン 駒の湯 ゴジュウカラ 56.ゴジュウカラ

キツツキ ~. アオゲラ メ ジ ロ 57.メジロ

21.アカゲラ ホオジロ 58.ホオジロ

22.オオアカゲラ 59.カシラダカ 駄の渡り

Z3.コゲラ I ω．ノジコ 山鹿部

ツノミメ 2.4.ツ バメ 61.アオジ 春の渡り．山麗

お．イワツバメ 大湯．コロニー 62.クロジ

セキレイ 26.キセキレイ ア トリ 日．カワラヒワ

27.セグロセキレイ 臼 マヒワ ｜冬山麓の杉林

a3.ピンスイ 缶．ウ ソ

サンショウグイ 29.サノショウクイ 邸．イカノレ

ヒヨドリ 3). ヒヨドリ ハタオリドリ 67.スズメ 大湯G銀山平〉
モ ス 31.モ ズ ムクドリ 回．ムクドリ 大湯

カワガラス 32.カワガラス カラス 69.カケス

ミソサザベ l3. ミソサザイ 70.ホシガラス

イワヒノミリ 34.イワヒパリ 駒の小屋付近 71 ....、汐氏／カラス

ヒタキ 35.カヤクグリ 山頂付近 72.ハ均eトカラス

（ツグミ亜科〉 l). コマドリ 山の西側 29科 72科

ぎ7.コルリ

-5ー



3.調査の結果と報告

これまでの凋査によって確認された鳥類は

29科 72種である（表2）。これらの種の中で

越後駒ヶ岳の烏額相を特徴づけている点につ

いて触れてみたい。

ます＼山頂部は日本特産種のカヤクグリと

駒の小屋付近の岩場を中心にイワヒバリがみ

られる。カヤクグりは近隣の山では平ケ岳に

多いか，駒ヶ岳にも少数生息する。同じく亜

高山性の烏であるイワヒバリは近隣の山での

報告例はまだなく，この山に限って教が多い

のは 「はじめに」の項で述べたように岩場が

多いためで．同じ岩怖でも標高1778mの隣

ワの八海山ではまだ観察されていなし、。

山の東斜面には針葉樹がみられることは先

に述べたか，この樹林と結びついてコマトリ

およびルリピタキが少数生息する。こうした

山の東あるいは南東斜面にコマドリがみられ

る現象は，魚野川右岸の2000m級の巻機山，

平ケ岳に共通する顕著な特徴で，表日本側に

属する尾瀬の健ケ岳のような山の図面をオオ

シラピソに包まれ，従ってコマドリも四方に

聞かれる山とは．はっきり異なっている。

夏季この山に登ると，中腹部ではコルリの

声が断然多〈，渡部2＞の調査では，枝折峠～

小倉山でのコノレリの占有率は 39%にも述す

る。そこでこの烏を駒ヶ岳を代表する烏とい

勺てもよい。しかし表lによれば季節によっ

て必ずしもコルリの占有率が高いとも言えな

し、。山に残雪の多い時期は，むしろクロジやウ

ソの方が多〈 ，特にクロジはまだ飛来直後の

ためか登山道付近に少群で行動しており，渡

部が指摘するように6月の繁殖期は紘床にササ

の多いブナ林帯に分散するためロードサイト

センサスではカウント教が減るものと思われ

る。これに対してコルりは5月中 ．下旬には

まだ渡りが終っておらず.(1981年の場合クロ

ジの初認日 4月27日，コルリは5月19日）殊

に残雪の多い年はまだ里山で姿のみられる時

期jであることが占有率を低くしているとも考

えられる。こうした点が山岳地での調査の離

しさを示しているともいえる

ワシタカ頬についても未分明の点が大変多

いが，天然記念物のイヌワシはよくみられる。

山の東南側での観察例が多〈 ，北の岐川の上

流部に営巣しているよの情報もあり，再三凋

託したが残念ながら営巣場所をつかむには至

っていなL、。しかし，若鳥の飛朔もよ〈みら

れるので繁殖の可能性は十分ある。

秋の渡りは割と少なく ，浅主主岳や守門岳で

みられるアトリの1000羽を越える大群やシロ

ハラの群．マミチヤジナイなどもまだ観察して

ない（1982鳥類生息状況調査報告.＿＿flP153）が，

ジョウヒタキ．マヒワなどか山健部にくる。

プナの原生林がほとんど姿を惜したため，

ゴジュウカラも教が少なく，対照的に数年前

から大場付近にムタトリが，奥只見にスズメ

が姿をみせるようになり，鳥類相の面からも

白然、破壊，観光開発の影響をみることができ

る。この環境保全，自然保護という面からは

最近話題の信浪川の水を北ノ岐川にダムを造

って掛水する計阿は与えるべき点が今L、。こ

の計画が実現すれば，北ノ岐川のイワナが減

少し，この辺の原野の獣類を捕食しているイ

ヌワシへの影響が大き〈．生態系に及ぼす力

ははカり知れf(いことを指摘しておきたL、。

4.参考文献

、．，

1) 越後三山．奥只見自然公園学術品査報告 _,. 

1968）羽田健三他. ( p 219～p 232) 

2）越後駒ヶ岳の鳥類渡部通（ I 978野鳥

新潟第44号 P3～4)

3）烏頬生息状況調査報告ill(1982. 3新潟

県生活環境部自然保護課〉

4）北魚の自然と理科教育第6集（1979北魚

沼地区理科教育センター）越後駒ヶ岳の烏

頬柳瀬昭彦

5）フィールドガイド 日本の野烏高野伸

二 （財）日本野鳥の会

6）新潟県文化財調査年報第15集町南魚沼

1977新潟県教育委員会 P84～P137 ) 
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「 自然と科学 一一一一一

麻酔あらかると

官庁irr大学院学l'lll

益子和徳

I先生の知識欲の旺慌たことにはつねづ

ね驚嘆してはいたが，今度!fx.~ とは無誌の弘

に貴重な紙面を.tmめよとの御命令には動転し
た。しかし麻酔というものへの凶心のき，か

けにでもなればとはたはだ厚か定しL、九持で

あえて引受けた次第である。

麻酔という言穫との出会L、は，まず何かの

外科手術を受けねばならたい時にはじめてl~I

心のもたれる事柄であろう。品部麻酔という

言誰か定若し（医学川請ではM所麻酔），払

蜘，故爪，小切聞なと外科処Inに伴う摘みを
軽減するζとを体験された}jも多品、だろう

一方全身麻酔の安全性に対するPlI解もすすみ

最近では小手術でも全身麻酔を希望する人か

ふえている。すなわち手術巾の不気味た時間

を意識のない眠ったような状態でとおりすき

てしまいたいというわけである とんた手術

であれ，手術中のことはまった＜ r記憶にtr:.い

としたら全身麻酔だ勺たとぷまえてよい

脊髄の周囲に麻酔薬を注射してド、lι身に無

痛を得る脊推麻酔（腰で行うことか多〈，腰

推麻酔と呼ばれる ）もよく行われる麻酔法の

lつである。そしてこれらの麻酔を専門とす

る医師の刷加とともに手術のための麻酔だけ

でなく，病気の治療手段としての麻酔も医療

の中で主要な役割を担いつつある ，。

口 麻酔の先進国 ．日本

わが同は全身麻酔が医療の目的で行われた

ことでは世界の位初である。耳E阿古川1という
名やその業績は演劇として上演されたり， テ

レビでも政映されているので御符知の万も多

いであろう。彼か創りだした麻酔薬は草般木

皮を配合した 「通仙散」と体するものであ勺

た。これが生みだされるにはイヌを使「た多

一守一

くの実験だけでなく.m於継や」幼rvgの献身
的協）Jを忘れられたい ことに加点は不純物

の多いポ完成r'.?1を幾度も，.it飲し，失明してい

るのである おそらく へラトンナ絹によるる芸

内障を発佐したものと忠われる。このようた

涙ぐ支しい研究の払米・』tfi仙散か完成し，こ

れをHJI,、て世界で故初の全身麻酔Fでの乳施

摘UHt.rか行われたのてaある。 1805年（文化2

{f三）であった。吋附（J.鎖向の途上で，このす

ばらしい成功は｜吐非の人々の知るところとは

たらす．後の世になってゆ］らかとなったので

ある。 ·)j~比企のようにガスを吸入して全身

麻酔をつく りだすJitl..は1844年米国のウェル

スが創世flとされている。 111明｛におくれること

10年である。この時使用されたガスは亜般

化常紫（突丸）カスで，これは現在でも多則

されている。

生物実験は麻酔がきめて

動物愛護の気持の強い会員.li兄姉には不快

な内特でrf1 .J（ないか，科学身ことに生物系研

究島にと 勺て動物実験は生命である。研究の

成果はし、ゐL、ろtc’芋術i誌に蝿載されるが，実

験かとのような麻酔のもとで行われたかを明

記してなか勺たり不充分な麻酔と与えられる

ものは発J＜を炉符される 動物には絶対に苦

摘を与えないとし、う倫理上の問題が第 lに優

先されているのである 支た麻酔法や薬が全

〈逆の結果をひきおこすこともあるの麻酔を

研究しているのは臨床医だけではなし、。

口 矢毒も廓酔に使う

¥'1とか肌のうなど腹部の下術は4J,＼，、。この

とき腹筋かやわらかけれは小さい手術創でも

広い手術野か件られるなどの利点がある。こ

のような目的でアマゾン河流域の土人が矢選

として使っていたクラーレと呼はれる薬が使

われる もちろん薬品として合成されたもの

である この巾のある極のものは烏額に投与

すると強向性症寧をおこしかちかちになる。

附乳摘の反応とは去るしく見るのは筋の構造

かj皇うのかもしれなL、。



野鳥研究

北魚 ・破問川流域に生息する鳥類

I はじめに
守門村における破問川は，中流按としての

性質を持ち，豊かに杭れる水世ととりまく樹

t~~地形かおりなす環境により ， 流域を利用

し生息する烏頬は多い ここにみられるね煩

の分布ゃ生態について調べてきたが.J 979年

4月から1983年3月までに観察されたおは，

15日36科 116柿額である。

この凋企結果をもとに，流域を利用し生息

するお頬についての慨要を報告したし、。

II 調査地の位置と環境
般問JIIは，浅草品（1586m）.守門岳(1538

m），ぷよケ岳（1553m）より流れを発し入広

瀬付をilfiヮ，北から守門村にそそき込む。聞

けた村内の中央部をI有へ流れ．広神村をl!fiり，

小山町に入った川は，魚野川へ合抗する。守

守門付を流れる破Ill］川の総延長は 13.5Km 

あり，大き 〈蛇行して流れ，段丘を形成して

いる。 Jllは．村の中心部から南にダムがあり

冬予言3m～Smの著しい情雪量でも雪にうす．

められることはたし、。

tAt峡一帯は，際日が200m～350mであり
発注した段丘に田畑，人家，国道，草地があ

る。 流域にそ勺てホオノキ， トチ．クリ ，ウ

ソミスサクラ，コナラ，なとの広葉樹や植林

によるスギなとの1i集樹が林を形成してL、る。

初夏の高度間川流...

石 部 久

タニウツギ，ユキツバキ．マルパマンサク

等の背丈の低い木が．流域のガケに多〈繁っ

ている。流れに沿った，渋JII.訟川地区の一

部では，発達したプナ林があり．須川地区西

岸と東岸には人工のスギ林が発達している。

ダム下流は.JI I原が発達し植物相もそれに

ともない，ヤナギ，ヨモギ，アシが生育している。

回調査方法

調査は1時間を定めず．可能な時間を観察に

あてた。

須原小学校理科クラブの児京と共に．本流

域に生息するヤマセミ〈カワセミ科 ）の生息

領域について調べてきている。 朝6時～ 7時

タ5時～ 6時支でが研究の時聞に当ててある

ため，同時に記録を集めたものである。

調査記録は，蛇行の多い破間川に沿って両

岸約500mす．つを対象と したものである。

N 結果と考察
本地蟻は，苛的による烏に及ほ．す影響が大

きいこと 附村、市があるのは．破問川流域沿

いで， （［包よ樹林が非常に少々いこと。 ダムが

あり流泣か佐官にあること，ダム上とダム下

では．川の環mが若し〈違うこと。低山が村
の東側と両側にあるが．原生林が若し〈少な

く他は二次疎休， 雑木林である。

以上のことを留意しながら．流域における

季節変化の烏頬相をのべてみる。

ここでは.3月一5月を春期，6月－8月

夏期，9月一11月を秩期.12月一！月を冬

期とした。

本地域で冬期，地面の露出している箇所は

小高い山の急斜面と舷間川の両岸の急斜面に

雪崩が発生する場所だけである。このことか

ら，冬期，みられる烏は，ガンカモ科，ワシ

タカ科，カワセミ科，シジュウカラ科等に限

られ，羽教も少ない。

-8ー
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春期は， 4月中旬まて雪があるが樹木には

花ぞ葉が出る。烏の動きも活発になり，夏烏

漂烏とされる種もみられ，旅烏も渡りの途中

一時的な休息地として流域の樹木ゃ草地を利

用する。 シマセソニュウ，ノピタキ，などか

みられる。 本流域で繁殖するノジコは，

村内でも多〈自につく種であるが，流域では

東岸の雪崩のおこる場所にみられ西岸にはな

し、。

夏期7月までは，繁殖期にあたるため．他朋

に比較し種は限られるが．烏の羽教は多L、。

ゴイサギ，ヒクイナ，オオヨシキリ等の種は

ー 村内にある少ない湿地．アシ原を利用し少数
繁殖している。8月に入るとヤマセしカワ

セミなどが舷問川へそそぎ込む小さな沢，川

等へ巣立ちした幼虫をつれ生活しているのか

みられた。

秋期は月平均27種観察した。 9月下旬か

ら烏の診動がみられるようだが．春期の渡り

程，目立つ動きはなし、。 10月に入ると寝夜の

寒暖差が激しく ．川面にはガンカモ，カイツ

プリの仲間の羽教が多〈なる。流域近くの凹

畑には．スズメ等を追L、かけ，チョウゲソホ

ウが出没する。

留鳥として生息する，本流戚にみられるオ

守門．磁問川流織に生息する鳥

シドリ． ヤマセミ ，カワセミ ，カワゲラス等

は，隣接する他地凶では，多rt{I~より， J11や

沢等がうずめられるため，他）jにゆM1するが

本流域では， I f下1I1J11のJj'：.~：か多〈 ， ’I｛でう

す．もれることはないことから周年生息してい

ると考えている

批後に紙面の陶係で観察されたね矧の符i名

だけを，q き＊H~rを終える

調査地地 1~1刈
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’h費費目録作成のための観白扇舟究は，ゴ以鳳守門村須原ノJ、破科クラ
ブ員（｛野守門中〉信霊前向，佑讃薗瞥行，佑当面留焚平，平拘誓藍，目鳳
英紀君司事の活動から生まれた資料である．
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r 調査研究

I 1984年 ガン ・カモ ・
｜ 全国一斉調査結果

日本野鳥の会で，全国一斉に尖施しているカ

ソ．カモ，ハクチョウ訴の生息調子tに，、竹支部

も多〈の会日の協）Jを（f｝て参加したので，その

結果を述べる。

1. 調査地及び鵬査方法

今年lま 25 の •.~.wo也を選定し県野鳥愛d盛会と

合同て＼各~10也の抑吋A査只か(i：点及ひ市オ .k

ハンの個体教を凋先した。

2. 調査地及び調査方法
閃 lのとおり．カン矧が2,131羽． カモ.iitiが
45,521羽，ハクチョウ矧か4,228羽． オオパγ

が5羽観祭された

カン額は，マプJン，ヒシタイの2符iか2.131
羽観察され．例年とおりヒシクイはiiM:,/1:}, X~ 
1ft野潟，佐渡，朝日池の4か所．マカ／は大和1

Ill分水，朝n池の2か所であ『た
ハクチョウ知はすすハタチョウ 1913羽．コハ

クチョウ 2,295羽の2純か観察され，瓢糊でオ

オハクチョウか多〈みられたのに対し・ tiii島潟・I12 
九時ljlf潟，佐潟ではL、ずれもコハクチョウが多

〈みられ，例年にtel.、多くの個仏教であうた。

カモ鎖は19柿脱察され・優先師はマガモ19.162

羽（42%），カルカモ9,690羽（21%）オナガガモ

8,530羽(19%）.コカモ 7,154羽（16%）で4

極で 98%を市めている。めす．らしい桁l:t：！糊

のアメリカヒトリ， t~MU潟，佐j疫のオカ ヨシ

カモがあげられるか，両手！？とも毎年わずかなが

ら渡米が確認されている

3.まとめ

今冬は，例年にない豪勺にみ交われ，冬山竹

に大型のハクチョウ却が採餌不足により哀別．

死亡する例がたびたび報道されている その中

で本年調査結果からも平年以上の冬ぬの雨下が

示唆されている。今後も経続調査を行うことに

より ， ~＜のデータを ts~みあげ冬ねの渡りにつ

いて考えてみたい。

最後に，ゐ；凋査に協力を頂いた各地区リータ’

-,)t.びに4周fdlに深民tr.る謝意を表します。
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「一・鵠ー壇

｜ 野鳥の会の運営と野鳥保護
大 島 基

何故自然を保護しなければならないか そ

れは人間も生物であるから，生物である限り

伺時か死に上に帰るから，と3き出すと宗教

的になるが，もっと身近かな問題として．白然

が破壊されれば野鳥は姿を消し，我々の愛する

可憐な嬰も歌も無〈たる A人l主；与を失tr:.い，

写兵2約よ被写体を失fr, ＼，＇• 自然を綴る名文もメI:

まれない． 伺としても白然を保護し，野 r.~を守ら

ねばたらたい その）j法か問題である

1. 町－μをど守る人を
増やすこと，そして

団結し力を提供しあ

うこと，すたわち野

鳥の会員を噌やすこ

とにある。数の力に

より行政に働きかけ，

残さねはならない自

然，無駄な自然敏壊

をさせなし、。

して有耶無耶にしてしまった経験を持たれる

)jかあると思うが，これについても常に情報

を提供してくれる所と人か必要である 現在

事務川として役nとして忙しい仕・・Ji:の聞をや
り〈りし，予弁巧で会の辺白・を負関していた

だいているか現状が精一杯である 県内全域

の会品と慌持・tr.的報交換ができ，他の団体と

の持触．↑N報収止を頻繁にやって行くには早

急に独立した・J~／n｝と呼従職nか必要である。

虫の良い訴である

が無料で場所の提

{JI，を留IL、オミランテア

のは崎明紅1を建断す

る次第て寸。事務局

のイiγJ~は今やって

L、る以外沢山あり

ます

過去の野鳥の会

員との連絡・勧誘

野鳥に関する過2. 野鳥の会員はh

を提供しあう．それ
日本野鳥の舎は次代の子供遣に何を伝えられるのだろう

去のデーター整理

は教であり．金であり，物であり，情報て’あ

り， データーであり，知.aJJ.である。

3. 力をまとめ，より効果的に運用してゆく

ために，すぐ金が掛り，入手が必要となる

現在230人以上の会員かし、るか，果して皆さん

満足されているのだろうか，否であろう 会

員としての業しみは野鳥と接することのでき

る探烏会であり ， スライド~8酬を見， 丸の

話を交換し合う集いであろう。これを 1年間

を通し，満足のゆ〈行事を実行してゆくに.：！＇.

やはり入手と金が必要となる 県内に桶々の

野鳥グルーフかあり個々に活動しているか．

これに怠加できるよ うに情報を聞くことかで

きれば，これも会員としての特典となるだろ

う。反対に自分が送りたい情報を何時伺所に

送ってよいか分らなかったり，面倒だったり

offねに閉する,m(1：の情報収集と整理

他l·J1体との↑·，•1報交換

他団体との111~~~に関する意見交換

時々 ｜痕りtcL、。このことのぜiみif（ねか保必団

体・として活iliJJの）.~礎になると｝J!， うのです。新

潟県は自然にも野鳥にも忠まれ．野鳥の生態

研究と，そのデーターに関しては日本ーでは

ないか，と店、われるが，これも先輩方が践し

た大切な財産である 是非日夕野鳥の会新潟

県支部として棋承し，活用してゆきたい。し

かし保護に関しては他県に比べ大分見劣りが

しをす。野鳥を見，聞いて楽しむ権利を十分

満喫しつつ，保護する義務を果して行きたい

と思います。会員ri~兄の絶大なる御協力をお

願い致します。
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探鳥会報告

寺泊探鳥会 （59年 2月 5日）

日本海厳冬の寺川

厳冬季のバートウオッチングを寺泊でと

言うことで，今年度も年間計lrlii通り実施さ

れた。今シースンは周知のように，近年に

ない大雪となり，また連日の2匹敵による道

路状況の悪化も重なったが，児託を含めて

総勢53名の参加をみた。当日の寺泊海岸は

白一色の雪鼠色であり，午前中の野外観察

は，寺泊港から海岸道路に沿って，出雲崎

までのコースを探索した。朝から降り続い

ていた粉雪もJI:み，久し振りに冬の陽も注

す探お円和となる。コースの途中，郎〈海

面に数羽のオオハムとマカその群を日にし

出雲崎では群れるカモメ頬の姿を，間近に

観察出来た。ハジロカイ ツフリ．ジョウピ

タキ，タゲリ等は人影に驚〈保子もなく ．

近距離でカメラの被写体となる

寺泊港の探鳥..

-13-

波辺弘 雄

午後は観察した野t.しについて，一種ずつ詳
し〈説明かあり， J1I!.解を深めた。 rJ!に研究

部から， A~7毎の海鳥について ， rjJ広い話

しを聞き，質疑の後散会した。

く確認した鳥〉 ( 31極）

オオハム， ハジロカイツプリ，アカエリカ

イツフリ．ウミウ，ヒメウ，クロサキJ，ウ

ミアイサ．マガモ，トピ．キジ，シロチド

リ．タゲリ，ハマシギ．ユリカ，モメ，オオ

セグロカモメ，セグロカモメ．カモメ，ウ

ミネコ．キジパト，ハクセキレイ，セグロ

セキレイ，タヒパリ，ヒヨドリ，ジョウピ

タキ，イソヒヨトリ，ツグミ ，シジュウカ

ラ．ススメ．オナカ． ハシブト カ’ラス.，，.、

シホソカラス



綱木川 の ヤマセミ
大儒孝雄

厳冬とし、う言葉がひったりのこの2月。三

川村は網木川を訪れた。昨年12月，降りしき

る雪の中木校にじっとたたずむヤマセミの姿

に，なにやらすがすがしい美しさを感じて以

来である。だが，この日はとうとう奴は姿を

みせなかった。半分ちか〈蹴った川簡をみつ

めながら，昨年 11月来ぷっつりと姿を消した

カワセミのことを考えていた。そもそもこの

JI Iへは．カワセミめあてにかよっていたのだ£

春中そこかしこの川を控し支わりよ うやくめ

ぐりあえたカワセミであった。もはや季節は

夏となり金色の陽光の中．身づくろいする喪

がただただまぶしかった。だかそのカワセミ

がこの冬のきびしさを予知したのか，冬とな

る直前にどこへやら嬰を消したのである。ど

こへといって控してみよ うもた〈，定た馴れ

親しんだこの川を雌れ確〈，そうこうするう

ち雪の季節となった。それでも春には再び現

れてくれるものと信じ．ヤマセミには失礼伝が

らそれまでのつなきにと観察させてもらって

いるのであった。このような乃も心件のためか，

ヤマセミ支で姿を消してしまったというのヵ、

翌週再び網木川を訪れた。除雪のため3mち

かく悶み上げられた雪の壁を乗り越え観察点

へいく。と，なんと奴のいつもとまっている

木のあたり一面雪崩のため山肌があらわとな

り， 川は雪ですっかり覆われているではたい

か。なんということか。しばらくの聞なにも

考えていなかったように思う。諦めた。突は

ここへ向う途中の大きな川でヤマセミをみた

のである。今までそのあたり見かけたことは

なかった。いやな予感がした。そして雪崩で

ある。その場を動〈気にもなれず1時間ほど

すると，なにやら例の木の対岸に動〈ものが

ある。望遠鏡を向けると．まさに奴であった。

どう苧らここのヤマセミとは長いつきあいに

なりそうである。

鳥 ・羽毛雑 感
竹 前和 徳

段々な~の羽か人聞の娘に映る時の色あい

が気にたった。昨年の11月30日，私が自分の

フィールトと決めている落細川の付近を歩い

てみました 芯姻川とは紫雲寺町と中条町の

境界を流れる川で江戸時代に干拓のために湿

地より水を海に落とすために痢られたものを

始めとする川です。弘はここと加治川の河口

付近を自分のフィールドと決め．時間のとれ

る時はできるかぎり歩〈ようにしてい支す。

この日2羽のアオケラを観察することがで

き主したかその体色に少し戸感勺てしまいま

した。昨年の5月に奥胎内で見たアオゲラよ

りも背の緑色の民色味かかたり強いのです。

主観的印象ですから多少の迎いはあるでしょ

うが，それにしてもかなりの差に感じられま

した。

では閃鑑ではとうかとし、し、支すと，私が野

外での識別に使っているのは，いずれも日本

野鳥の会の出版ですが， H野外観察ハンドブ

マク H の新旧 H フィールトカイド日本の野~II

の3積ですか．これでアオゲラを比べてみる

と背の緑色の強L、もののJI関序は＇ II野外観察

ハントフック II（新）. ，，フィールドカイド日

本の野鳥ぺ H 野外観察…II（旧〉になります。

奥胎内での環債は陪い木陰であり，落掴川で

は比較的聞けた明るい林でした。 したがって

条件の違いによ勺ては，かなりの相違がある

とも与えられ，支た図鑑の色の違いは印刷条

件の違いなともありどれか正し〈 ，と’れが間

違いとはいえないと考えられ宏す。とはいえ

色の徴妙な変化による人間への印象への影

は無視できないものかあり・私には興味深〈

感じられます。

この日は他に，カイツプリ，ハマシギ，ウミネコ，

ユリカモメ．アカゲラ．ジョウピタキ，オナガなど

18穐の.c与を見ました。出合いのあるこの刃ール
ドを私は大事にしてゆきたいと考えています。

-14-



（信濃川散策
山 本初栄

「図司たなあ．こんなところでは電話をかけ

てき〈こともできないし……

去る 12月l0 1:3 （上）信浪川の上手で 22人

のチとも遥にとり国主れながら，内心の動揺

を隠すように望遠鏡をのぞく。

初冬の午後の臨ざしは暖かく旭橋から降り

て河原を歩〈と岸辺の砂にカモメやセキレイ

たちの足あとが点在し，それらの名前あてを

しながらの散策が心来しさを感じさせる傑品

会のII似品たすべり出しだった。それなのに，

1.5 Kmばかり F勺て，小千谷大橋附近の中州に

いた大群を見つけた時は驚いた。胸の黒，版

の白，ふっくらした身体つきと何よりも頭頂

にゆれる長い冠羽。60羽をこえる数

凶鑑に日をこらしなから．子とも遣も口々

に「タゲりだ」と言っている。校長室の.$！］製

の他にー羽見ただけだから，レンズでとらえ

たはるか這〈の大群に出合っても自信ない。

作段の学伎の情動（野鳥クラブ，課外活動

等〉では，宇佐いまわりに野鳥についてベテラ

ンの万かおられるので何かと相談したり指噂

していただくことにしている…………

しかし，上手の上からは，豊かな水を週五：

瀬音が聞こえるだけて港の喧騒が懐しくなる

ほど心細〈仕る。いつもこんな調子の頼りな

い引率舎ではあるのたが………。

このRは．ユリカモメ，セグロカモメ，セ

グロセキレイ．ハクセキレイ．カルガモ，オ

ナカカモ，コカモ，カワアイサ，アオサキ：．

スズメ，ハシポソカラス，トピ，それとタゲ

リを見つけることができた。

二時から歩き始めてちょうど二時間経った。

ほほに当たる川風も冷え， 、双顔鏡やメモ帳を

持つ子どもたちの小さな手も凍えはじめてき

た。応の足跡の'Tj.;J,.トピやカラスの羽恨を

宝物のように持った子ども遠の満足そうな顔

を救いにして帰路についた。
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新潟市にすむ私が鳥屋野潟をおとずれ．

尾白鷲にであったのは，雪がしす．かにう

めつ〈す 1月末だった。

湖の〈ら〈しずむしじまの中で烏たち

の生きぬ〈けん命な姿をみた。
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られ，うちゃIメッシ も調作できる。

ッジュ仮に出，jff~，＇：を l 政使 って.；c録し，

・メヮジュを何同調査しても良い

(5) ,(l.',j t内科：品先対称は防局究則l切に観察さ
れるnm全待。 ，；~~)j法はメッ・ノュ毎に

I. との靴か 2 .およそ何羽m位でいた
かの2項目を.'Affする。
(6) ,JM向付I~~ ：ふ部から 5 万分の l 地形凶，

r1N票~.＇.）任用紙かJ笠付されるので，観察
結史をuE載した.；JIJ賓票を本部にl部，五部
.・Jlf'5局に l部， II(｛和6011-2月15日までに選
H・tる。 5万分のl地j陪凶.;t，調ff.後返納
ボJ目。

メ

同

よだ局務事

対日；｜し丈－~i. ~： t. -1泊；部は型j-.c~斗 S tr i x’支
部！工？乞i郁報勺て

丘は全てオiノ／？イアで占。．願いしiすので’

郵j芸t~等ば f守仁l のれ担lに tc ら tcいようにしま

す。会日の持さんの御協）Jをお願いします。

。ぇli柿:A. 代表調査n小野山 学
〒~9-04 新潟県内r\iJ/Jjt都内JII町学校町67

口

中村登fAt
4本克久
高橋江良， tr田宗一
汗Jfi. 仁

n 調、1
P

ロ句，

uo

角。句。内
d
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すでに野.（~.. tて’御存知のことと，忠、い玄すか．
5年にll~l環境庁か行う［結の同勢調査の
第3[ro］にあたる今年，t. 冬. r.~の分イfl凋ff..を fl

~野ねの会か担当し，~.~支部にも協）J{J＜輔が
ありました，そこでl'4のように，すでにみ；flf,
へ凋伐を41込んだ会nを合め．各地肢で小心
になって凋点していただく会れを指定させて

もらい立した。 この持さんへは •I JJにA町内に

閲する川紙が本i1M・ら送付され支すので，ご

協）Jお願いします 化お， l調ff地の品llJ1if.J.l 
は多いほどよいですので，会1lの1j1で品iff.I{,-
Cf！のある）j,...今かbでも訓N地（ I～38）を
指定して住所氏名立野島学乏で述絡くだ

さし、。〆切リ；：..6 Jl30 I Iです
冬烏分布調査の内容

(I l 11 的；冬jg］’I＝息する .r.~mの全I！~分イIi閃を

つ〈るnnと寸るとともに， Ml付の分イ11IA: 
≫（を把桝寸るu

(2) z凋1f.即Hill: I昭和591112 JJ～l柄拘160'I・ I 
｝－］の2か月聞を白山なU時か選んて’，）.＇.Jftす1
(3) ”町内j也．県内ではs7J分の i地形閃38か
所を対忽とす丸

(1) 訓N.JJ法： Iill:.l1f地が100メヮシュにk(!JJ
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春の湯之谷

：；.·~‘ ••• •••• A‘、． N、－~；：.~~·~沼~~·－~，，；：総、，匂総l

5・． 銀 山 平へ ； 
司

~ I '_ 昭和59年度 日本野鳥の会県支部総会のご案内
、
そ.. 4 
~ るとの急各砲にさζtLたらしずつめあtli人さし月十予 1・1 _.;. A" ',. .＇.~re ，ーた，たようで「

現 use::: t. m年1!>61.>訟は四月中にということだはのですIJ；当初陀した．糸fJ1Ill. t.訓；刊のために絞りやめになり，tr&1
包 と いう ζ とで五月の昌之~f＇と λ ことに~定いえしました。必之？｝1.>fi}] I＂！，さI>やかな訂と， E竺1.>l；， 白銀ηti＇’J，そして'I：たち
ミで$l＇.樹 Jtニl b司Eがっています．改のl:W.，関只見の人n，笹川平でn勺2)111をI』たhを訪t』たLiν，長ヂおりますl オオ川，
ごキビタキ， Jジコ， Tオジ時その叫で歌う俸をみせτ〈れるかもしれません”もLifがよけ叫イヌワシも宅に削かも－－

~ ，． 

き 記
弘 総会案内
事 期日 町制59{f5月12El （上駐日 午徒5:3ll) 
~ JA所 新jl~.！Jtfhfl. r.!/'~之樹J人，F下折立
安 国民宿舎 湯之谷ff 02579 ( 5）ζ206 
治 交通 同鉄 小IP.I,CJ:鴎小山町ド’Ii
安 パzkn編成fr.e11tn邑泉fr 新 ’a ト』I•
訟 内容 ・j;y級九予算写そカ他

F 研修会

~ 研究発表等 (4持者募眠中、

探鳥会
5月18日（U6{i'U)
集会館之＜iH滋之？tfifiW：合s:oo
崎努銅山if~ JtX川付近

径’tq1 

（場之荘証から，F・（＂シルバーライン を通り向かう）
1前2食 5・”soPl Cl白子「J!lnおねがいします｝
込み11,M支$！Jf5l.｝ヘハガキか市話で

;e 
h与

ぐ‘
・～E量

産5・J，首
長
ち

が
喝、
モト．， 
h与

、
炉

．’ - 1 ~弘
02579 (2) I I 39へ｜ ぷ
一一一一一ーーー一」 司一一一一一一一 弘

も~~•• ~~·~·ぷ持仏ぷ~·；~.ぷ動，ぷ’~；·；，.，減%減匂， ...... fl.'. ... てる：；~r•私
－．－ 

話）＂：•；＇

－ 
Nγ、，v 、、~·~~－ ぷ骨、， .，~~·＂＇：－与， ぷ~·~＇＇· －－~＂：•宇和r

事務局特派員だより

見uill支局

i度 書店 ;m 
今冬は強い匁：対l・flの南ドでli本列島が厳し

い怒さにみまわれ．各地でて可や’本さに！日J~j る

記録のむ新やニュース守がねlついだ。罰おiii

では．担古日教か100LI を越え戦後HJ~の記

録とたった .!-l！ ~il1Jl）（地）J も低ilul傾向がわ~＼， 、た

ため，降り的もった勺かなかなか解けず．恨

雪期間か大巾に延ひそ〉な状況である。とこ

ろで，今冬の話地と＼，.えd，カワアfサが例

年にたい大きた昨れて’越冬した‘ニとであろう

ホオシロ，セグロセキレイ．ヒヨ ドリ． 主

とい「たいわば身近かtc!llfnたちが次々とti'(

雪の少ない地域に移動するといーた手m：~椛

じた中で．東加を点帽にzAtれる阿Ti!fJllは冬
の水品の天国となり，にきやかであった

こζには周年比られるカルカ‘モ．カイツプリ

一17-

のイ也，マガモ．コガモ，オノドリ．ホノハ／

ロ．オ・ナカFガ・せ. ;j・ォ，、タ チ，ゥとともにカ

ワア fサが府米した。 持Jll〆ムイ）＇近で：主 50

羽以 ｜・の昨.Itぷ？な11のようにカウノトされ．

8の州とIrが！日色， nuと脇が白色のアートノ
カラーがひときわ1J ＼＇［ 「たg しかし♀は一般

の野心がそうであるように地味で日立たtい

激しい叶が降る＇＇＇ ・た〈み仁r料水し民自作する

嬰はあたかも冬の雌しさを，京都；してし‘るよう

であり，北)jの使.r.・の注しさが感ぜられた。
3月ふ． ょうやく：作の陽光が判iき1:1L、大地を

照ワつける凶，ベアJi;U：ゆっく りと川上を大

型に，~材、『て飛びたゥてい【た。 本節Ct庇突

に在の:fl)A:：を知らせる。

写真と文： ii良市； j凶



官界安部導絡所 :C:'1きる
日本野鳥の会県支部では．が務局や会との連絡先をということで地所を保していたわけて寸が．このたび

新潟駅南口付近にすむ中Jll孝三氏にお願いし，野鳥の会の鍾旨を必明したところ，連絡ならば，ということ

で引受けていただいた。

中川氏は，東蒲原郡津川町の生まれで，l人の奥さんと 2人のf供を持つ．35 ..rの父綬て寸。 三年前よ
り． 駅南に写真屋さんとして独立したわけて寸が，経営でいそかしL、小． 「次のl佐代の子供たちのために．

かわL、L、.t:liたちのために役に立てれば」といって．
当事務局の願いを聞いていただL、たしだいである句

今後．駅から徒歩5分のこの場所を使わせていた

だし、て．会運営の一端をつなレでいきたいと考えて

L、る。

: 連絡先としての内容 : 

i o会費や入会手続き守 l 
io日本の野鳥などの繍額の申込み l 
l 0闘の初出版，販売物の展示．申込み i 
io＞防局や野鳥の会への言付け i 
i。会員への伝言 ！ 

販売物について ：

f古町 万州諸

‘・’

一・匡

議
…

……
唾帽
で

お
…

……ヨ－
m

蜘
…パードウィータ（5月 JO口から）が近づいてまいりまし：

た。野鳥研究，探鳥、こ出かける時．せ．ひ．バッグに lnu 1 
野鳥図鑑官。

会員には，支部で．間入盛助もしています、子に入れる：
まで少し手数がかかると思いますか，利鋒は，すべて県Si: 
部活動授になります。また応の本が必要な時は． 「こんな：

内容の本JとZっていたたければ. B本で出版されている ：
烏の本は．だいたい相談に乗ります勾’b・務局へ連絡下部、。；
⑥JW1t1ち名 （県支部連絡先の光フオート駅耐にもおいてあ ；

ります。 ）
フィールトカイド日本の野鳥 （3200円
FG. Birds of Japan (2鋭治門）
山野の烏．水辺の烏 （各回O門）
深.Q;地カイト 77 7 (1400円）
。その他 野鳥，カワセミ．ヤマセミ，イヌワシ勺のプリン ト
されたT・ンヤツや，エプロンなど，メッジ等もた〈さんあ：
ります。もし関心のある方は，事務局か光フfート駅：
南まで連絡下さし、。 ： 

会費納入について
‘ －－ －－－－－－－－ －’・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ‘ 

収支部では会’白を納めていただくようにお ：

願いしてお・ります。昭和回全般会貨か，そろ：

そろ悠空 っておりますか，昭和58年度分を，
まだ納めていない人が，70人ほどおります。

会の週包・は，すべて会’白 1500P:Iでまかたわれ：

てお・ます。

会’白は，．日本野Aの会の場合．新潟県は．
一広化になっておJをすので．本部'.l'l4000門． ：

支部位 I500f1 JI合u十．年制5500円を納入し i
て下さればL、いわけて寸。 （新入会員は500 ~ 
円を加えて 6000PD 
納入）J法は．郵便振容が安〈て便利て寸。

その時，住所，氏名，連絡等．入金内容を明 i
Aするようお願いしますの

⑥申込み先 （どららかへ）

〒J50 点点郷渋谷区渋谷 1-1-4 ~
日本野鳥の会

（娠密口座東京4－鵠沼9)~ 
〒950ー21薪潟市五卜嵐3の町：

97日石部 ‘ 
日本野鳥の会新潟県支部

〈緩替新潟ト印02)

円言語芸員…く I 
員叶内拓筏さん写真集守山す I 

~ 写真~ 烏景 色 。版社 3,800円 ~ 
{ 野鳥のカメラマンとして生きる叶内さんが愛のぬくもりでと らえたl
i四挙折Aの烏たちの表情．大自然に生きるおたちの詩 i 
l 叩46年東京生まれ．奥さんは新潟県津川町生まれ ； 
｛ 〒 l回 東京邸調刷、…~さこどに___j
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支部報シリーズ執筆者紹介 団側 ）
文武石部

女 村山 暁 〈私のフィールト）

3県へ3年前，Mってきたの般郷，松之山に住み，小学校教師のかたわら，地棋の人々と共
iご，野0[!iたちを追し、かけている。地元の人々と綴る研究誌 アカショウピン」（代表 村山健〉

ょ， :if$,＜刊行中である。Hきなおはヤマセ 4らしい
〒 ・2-14束顕域部訟之山町大字底下219 TEL 025596-2297 

＊中 村 登流 （里ff.'＿；の生物学）
授茶，司査，研究，学会等で御多忙のなか，新潟県のため主部報で野鳥の生物学を，,Jf義してい

たたL てし 、 る。 今攻は生態学， 特にx~顛の~I 会， 群集構造の研究。上越教育大学の先生。

持占「々のひび含Jには，先生のれ－き頃の研究の足あとや大「1然への熱き想、いか感ぜられる。
そこには，野山を，科学を求めて駆ける研究呂の，詩人の姿かあることを知るはずです。

｛也，玄円lこr.rしのいるけしき－＇.k.日本阿A f.~の社会J 忠’＃.社ほか多数

〒943 上越市山屋敷町 l 上越教育大学山屋数宿舎lー205 TEL 0255 ( 22) 3519 

会 柳瀬 昭彦 （睦後の山）

越後三山歩魚野川をふるさとと，地械の野f~観察に， ほとんどの休日をうめている ， 又， 地戚

の，＇（少年を育成するため活動におわれている 越後駒ヶ岳は， 35fol模，登って調査している。北

魚の山の斜面や雑木の枝先にさえするノノコを愛し，文学，古典音楽．地学岩石の研究と幅広い

岱かた人生を歩む．品等学伎の先生

.／＇，＇..＇~に ー知られざる山平ケ岳 ( Jt持）北魚沼理科教育センターほか，他の研究誌に数多〈
の文献を銭されている。昭和59年5月13日の総会に探応する地，奥只見銀山平は先生のフィ－1レド
〒946 北魚泊郡小HI町向山中 TEL 02579-2-1439 

’＊益子和徳 （自然と科学）

Diとは全然、結かない非会員の氏に.n然科学ということでぜひにとお願いしたしだいである。
新潟大学医学部で芋生に教授のほか，本肢は，日本麻酔医学のパイオエア医師である。救急に

関係した方，ヱ，大体この人に，ぉ世s活にたっているはす．である。氏の長男 重徳君は，烏研究に

熱心な学生である 美しい奥さんと三人の子供を持つ，やさしいお父さんだが，仕’JIは夜中でも
救急医学上， メスを持ち， 家をすて，愛·1~に乗って病院へ行かれると llfj＜。

〒950-21 新dI行年足 TEL 0252-60-2733 

＊ 本間隆平 ( ii;i，探 f.~地カイト）

新潟県内におこる白書もや，生物．とりわけ野山についてのデーターをすべて掌揖し．県，発展

のために活動しておられる氏なしに. y，~の野x~研究史はロ吾れ tr.L、。

野口研究のよとに関して，どんなことでもわからないことは．相必すると必ず答が出てくるJ
でもある。故多くの文献や若Aを，＇fき銭しておられる。新潟県県庁白然保護謀に勤務。
./','.J} 「新潤県x.~獄図鑑」（共お）新潟 1 1鍬’j~業社他。
〒950 パf上所 J-12B-532 

新湾県支部会員名簿訂正と補充
訂正
・ 金内孝宏・二ノ•J80回 ・ 常山秀夫0252~3311
・昆野元民rサ水町大字 ・渡部通

岩島俗子制2上趨市栄町2-8-14
佐盛事手応 l部0-21＇折i!｝市、予陥酋3-2←2

TEL 0252-45ー1097 

4会氷悦 942上越市東－町シ2-33
深沢るみ［－ 950-21新潟市五十嵐l明 T633ルー54消鼠団地
本間隆平 950新励行上所げ百12番ら532 0252-4~士
占企jド省13'956新il!1行大字朝日字山脇246-4 1097 
五｜姐敏行950-2Jtfr潟市原ル束4-2ら5
伊藤節チ 950新潟市神道寺 ト7-1神道寺ノイツ1-602
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”’l・ •11 新潟県探鳥地散策シリ ーズ I 川・”・11·11・”刊”川

佐潟
本間隆平

。＋11・1!1..  1l• 1l1＋・＇＇＇＇＂..巾・11.... 11・II＋φlト11 •令H,, ...’ii・ 11，・・・11·•1•・• 11·111++•1・ 111・＋ 11・ 11·＋・』l• H 1fo111++1f••l1++11• ・，...中・l•.. •I，巾＋・

佐腐は新潟市の南西部に位置し，海岸から

約2キロメートル内陸部の砂丘にある潟糊で

ある。一般に佐間といわれているが，舷密に

は佐潟（ 31ヘクタール），上佐潟（ 2ヘクター

ル〉及び御手洗潟（ 5ヘクタール〉の三部湖の

総称とたっている。

この佐潟は徳川時代にすでに銃猟禁止地区

となり，野鳥保護の手かのべられていたため

占〈からハクチョウ額が多数渡米したところ

として有名であり，瓜在｛主因説佐潟f.1＿；獣保護
区に設定され，また，

佐渡弥彦米山間定公園

にも含まれ，自然環度

破壊の規制が厳しいと

ころとなっている。

佐潟は探烏地として

四季それぞれに野九観

察を策しむことができ一、

るが．冬季，ハクチヨ b

ウ額，ガソ頬．カモ頬 冨上に

などを中心に多数の烏顛が集まる時．特に12

月中旬から2月いっぱいが沿もすはらしい

この時期には連立百羽のハクチョウ額，数千羽

のカモ頬をはじめ，福島潟が雪におおわれる

と1000羽を越えるヒシタイも入勺てく心。ま

たオシロワシ，ハヤフサ， l ；，－タカ．チュウ

ヒなどの猛禽穎，タゲリ，タゾギ．〆イサギ，

コサギ，アオサギ．クイナ．オオパンなとの

水辺の烏や．オオジュリ・ノ，カシラタ’カ．ア

トリなどの小鳥類が普通に見られる。さらに

佐潟周辺のマツ林やスギ林には，シジュウカ

ラ，エナガ．キクイタダキ，ミソサザイ．シ

ョウピタキ，ミヤマホオジロ，アカゲラなと

がいて＇Acf.ゐだけでな〈森林の烏類も含めて

30種くらL、はいつでも見られる。

探烏は朝早い方がよく，県道新潟寺泊線か

ら佐潟に向って左側の農道に入り，この農道

を進みながらヨ・ン原の切れる見通しのよい所

ゃ， t白台から望遠鏡で観察しながら進み．佐

~~を一周し， 帰りに御手洗潟をのぞいて帰る

のが普通の探烏コースとなっている。さらに

余j〕のある人は，佐潟から上佐潟一周まで足

を伸ばしてもよ〈 ，この場合でも約4時間，

ほぼ、子日の探lるを楽しむことができる。

冬烏の探烏だけでなく. 4刀下旬から5月

上旬の渡りの時期には，サンショウグイ，ノ

ヒタキ，ツグミ ，エゾムシクイ，センダイム

シクイ，オオヨシキリ，ヒカラ，メジロ．ァ

はばたくヒシクイ

オジ，マヒワ，ツル・ン

ギ．グサシキ’など，ま

た8月から 10月の秩

．の渡りの季節には，タ

カプシギ，オグロシギ，

アオアシ・ンキf，チュウ

サキ，アマサギ，ショ

ウドウツパメなどが見

られ，オオワシ，クロ

ツラヘラサギ，アカツ

クシカモtcとの珍.aも観察されている。地元
のにいがた野μの会は例年2月に探烏会を行
h v たリ,i11'・lftを実施し．これまでに15（｝種あ
まりの観察記録をまとめている。

このように佐潟は冬烏を中心とした最適の

傑g地であるはかりでなく，湖沼を中心に，

それをとりまく湿地から砂丘，そしてそこに

生育するいろいろな植物や昆虫，さらには魚

類までを含めた自然観察地としても大変価値

の品いところでもある。しかし，水位の低下

や飛砂によって．このままではし、つ消滅する

か分らない存亡の危機にさらされていること

を私達，野鳥に親しむ者は知っておかなけれ

はならなし、。
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佐潟への交通は，新潟交通パスセンタ一発 ：

弥彦行きに乗車，赤壕坂下で下車。所要時間：

約 l時間。1時間にl；本の運行間隔である。


